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2.2 評価方針 

原子炉圧力容器内部構造物の構造強度評価は，Ⅴ-2-1-9「機能維持の基本方針」及

び「3. 計算条件」にて設定した荷重及び荷重の組合せ並びに許容応力に基づき，「2.1 

構造計画」にて示す原子炉圧力容器内部構造物の各機器を踏まえ計算書にて設定する

箇所において，「4. 荷重条件」にて設定した荷重に基づく応力が許容限界内に収まる

ことを，「5. 応力評価の手順」にて示す方法にて確認することで実施する。確認結果

を計算書に示す。 

原子炉圧力容器内部構造物の耐震評価フローを図 2－1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2－1 原子炉圧力容器内部構造物の耐震評価フロー 

 

2.3 適用規格・基準等 

本評価において適用する規格・基準等を以下に示す。 

  ・原子力発電所耐震設計技術指針 重要度分類・許容応力編ＪＥＡＧ４６０１・補-1984

（（社）日本電気協会）） 

  ・原子力発電所耐震設計技術指針 ＪＥＡＧ４６０１-1987（（社）日本電気協会）） 

  ・原子力発電所耐震設計技術指針 ＪＥＡＧ４６０１-1991追補版）（（社）日本電気協

会）） 

  ・発電用原子力設備規格 設計・建設規格（（社）日本機械学会，2005/2007）（以下

「設計・建設規格」という。） 

  注：本書及び計算書において，設計・建設規格の条項は「設計・建設規格 ○○○-

△△△△(◇)a.(a)」として示す。 

 

機械的荷重 設計用地震力 

地震時における応力 

構造強度評価 
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4. 荷重条件 

原子炉圧力容器内部構造物は，以下の荷重条件に耐えることを確認する。 

各機器の応力評価には，本章に示す荷重を考慮する。 

 

4.1 設計条件 

設計条件は既工認からの変更はなく，参照図書(1)f.に定めるとおりである。 

 

4.2 運転条件 

運転条件及び記号は，既工認からの変更はなく，参照図書(1)f.に定めるとおりであ

る。 

各機器の応力評価において考慮する外荷重の値を表 4－1 に示す。 

表 4-1 において考慮する設計用地震力は，Ⅴ-2-1-7「設計用床応答曲線の作成方針」

及びⅤ-2-3-1「炉心，原子炉圧力容器及び圧力容器内部構造物の地震応答計算書」に

より求めた荷重，若しくはそれらの条件を包絡する様に定めた保守的な荷重とする。 

 

4.3 荷重の組合せ及び応力評価 

荷重の組合せ及び応力評価項目の対応を表 4－2 に示す。表 4－2 及び計算書におい

て，荷重の種類と記号は以下のとおりである。 

なお，荷重の組合せについては，機器ごとに適切に組み合わせる。 

 

 荷重 記号  

(1) 差圧＊ [L02] 

(2) 死荷重 [L04] 

(3) 活荷重（流体反力） [L08] 

(4) 配管又は機器の地震時の慣性力による地震荷重Ｓｄ ＊（一次荷重） [L14] 

(5) 配管又は機器の地震時の慣性力による地震荷重Ｓｓ   （一次荷重） [L16] 

注：L08 は，L04 として考慮する。 

注記＊： 許容応力状態ⅢＡＳ及び許容応力状態ⅣＡＳの応力評価には，運転状態

Ⅰ及びⅡにおける差圧を用いる。 

また，許容応力状態ⅤＡＳの応力評価には，重大事故等時の運転状態を

考慮して設定した差圧を用いることとし，計算書に示す。 
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